










































































































































































































1　食料品製造業 1．95 4．82 2．53 7．31 3．06 8．74
2　繊維工業（3を除く） 1．68 3．24 1．39 5．54 1．97 6．31
　　衣服・その他の繊維製3　　品製造業
0．42 2．31 0．50 3．46 0．58 3．92
4　木材・木製品製造業 1．52 3．43 1．53 6．362．02 7．39
5　家具・装備品製造業 1．06 4．11 1．19 6．94 1．61 7．93
・鮭棄紙’紙加工品 4．04 4．91 4．70 8．00 5．07 9．62
7　出版・印刷同関連産業 1．47 6．15 1．84 9．99 2．71 11．19
8　化学工業 5．86 8．26 7．5015．09 10．05 20．61
・蘂油皿石炭製品継 23．59 14．01 25．95 37．90 30．5731．48
10　ゴム製品製造業 2．20 4．19 2．き2 7．14 3．51 8．20
11丁丁繋’同製品’ 0．59 4．19 0．886．42 0．92 7．04
12　窯業・土石製品製造業 2．83 4．60 3．268．17 4．95 9．76
13鉄鋸業 7．28 5．17 10．57 12．77 11．！2 14．01
14非鉄金属製造業 5．15 4．52 5．2511．19 8．83 10．48
15金属製品製造業 1．98 4．86 2．00 8．16 2．59 9．31
16一ﾀ組題犠， 2．02 5．05 1．93 8．373．58 10．28
17　電気機械器具製造業 1．48 3．65 1．80 6．86 3．94 8．53
18　輸送用機械器具製造業 2．93 4．98 3．62 7．95 6．08 10．68






































































































































































































































































































































































付加価値z 従業者数 付加価値ｶ産性 部門数 付加価値z 従業者数 付加価値ｶ産性 部門数 付加価値z 従業者数 付加価値ｶ産性
（百万円） （人） （百万円） （百万円） （人） （百万円） （百万円） （人） （百万円）
6 1808371232883525，499 6 2340318224600119，513 4 28047183 236085711，880
効率産業
（31．6） （44．6） （37．7） 〈100．0＞（31．6） （34．4） （29．5）〈100．0＞（2LO5） （32．7） （26．7）〈100．0＞
6 11788084 32255563，6 6 1963602526765227，336 4 8112621 12975306，252
非効率産業
（3L6） （29．1） （37．0） 〈66．5＞（31．6） （28．9） （32．0） 〈77．1＞（21．05） （9．4） （14．6） 〈52．6＞
7 1063228522001624，833 7 2499549732192717，764 1149655600 51998039，55
平均産業
（36．8） （26．3） （25．3）〈87．9＞（36．8） （36．7） （38．5）〈81．6＞（57．9） （57．9） （58．7）〈80．4＞
1940504081 87140701968034704 83558041985815404 8858190
合　計
（100．0）（／00．0） （100．0） （100．0）（1DO．0） （100．0） （100．0）（100．0） （100．0）
（注）（）内は構成比％，〈〉内は効率産業の付加価値生産性を100とした場合の非効率産業，平均産業それぞれの割合。
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　以上のように，昭和50年，55年，60年の各時点の「産業間の効率基準線」
に基づく評価分析を，動態的に捉えたわけであるが，上野氏の研究期間で
あった昭和35年から45年にかけて，戦略産業がほぼ達成され，高度成長期の
ほぼ終着点とされる昭和45年までの期間には，確かに著しい産業構造の高度
化が見られた。しかしながら，今回の論文の研究対象期間については，曲が
りなりにも，工業部門で産業構造の高度化が見られたとは言うことはできな
い。むしろそれについては否定的に受け止めなければならない．eそれは，製
造業という枠内での限られた研究対象であるその上に，工業統計表二桁産業
分類による19産業部門という数の上での制約があったことも確かに影響して
いるが，それ以上に，わが国における産業政策上のターゲットを担った戦略
産業が影をひそめた要因が大きかったためだと思われる。
　結論としては，昭和50年から60年にかけてある特定の産業部門が一貫し
て，効率産業，非効率産業の地位を保ち続けており，全体として平均産業の
占めるウエイト，そのカテゴリーが次第に大きくなっている（平均化の波）
ということである。しかしながらその一方で，効率産業と平均産業の生産性
の格差は拡大し続けているということも看過すべきではない。
　さて，「昭和45年，高度成長期はほぼ終結し，日本経済は低成長時代に突入
した。製品輸入，海外直接投資が拡大する一方で，わが国の製造業は安定し
た供給を続けている。製造業から目を離せば，いわゆるサービス経済化が進
展しつつあり（これこそまさに「産業構造の高度化⊃サービス産業が全産業
に占めるウエイトを高める（これは産直マトリクスによって証明されてい
る）とともに，各産業に対する関わり（産業連関の度合い）を強めている。
そのような流れのなかで製造業も，時代に即応，消費者のn一ズに対応する
ことを必要とされ，高付加価値品の生産へとシフトが進んでいく」。
　以kの「」に見るごとき分析は，当時，巷のエコノミストらが，様を変
え形をかえ，いやというほど議論した。その間には，産業構造のリストラク
チャリングについての「前川レポート」なるものもあった。1990年（昭和で
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いえば65年に相当）以降でいえぽ，「時短を進め，グローバルの視点に立ちつ
つ，内需増加を進めていくが，それも技術と文化の融合を考えてやってい
く」ということになろうか。それに，今日では，さらにこれに続けて「その
際，企業間の情報ネットワークの中で，競争と協調とをうまく組み合わせて
やる」が必要な要件となっている。こうなると，民間レベルに任せるわけ
で，国がことさら介入しての産業政策なるものはもう必要ないことになる。
少なくとも，今回の調査期間以降，つまり昭和60年以降については，こうし
た，国の産業政策の効果の有無を調べる分析の必然性は恐らく小さいであろ
う。
　「竹影，階を掃うも塵動かず。月輪，沼を穿つも水に痕なし」の名言の通
り，半影や月輪（いわば，国）の力が人為的に働こうとも，塵や水（いわ
ば，企業経済の基幹）は動じることがない。これがあくまで資本主義経済の
基本である。　なお，本稿末に，解析の基本統計値の主部を掲げておく（4
－　2表（1），　（2），　（3））。
4－2表（1）
昭和50年
回帰式
［変数選択コ…全変数
［目的変数］…フカカチセイサンセイ
項目名
［回帰係数コ［標準回帰コ　［F値］　［判定コ　［T値］　［標準誤差］［相関コ
　　シホンソウビリツ
Al　O．44275　O．9169　89．7126　＊＊　9．4717O．0467　O．9 69
AO　3．44694　11．8736　　　　　　 　　　　　8．40　・…　■■　1％，点
　　　　　　　　　　　　4．45……　5％点
　　《判定》　　　　［＊＊1％で有意］［＊5％で有意］
O．2903
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4－2表（2）
　昭和55年
回帰式
　［変数選択］…全変数
　［目的変数］…フカカチセイサンセイ
項目名
［回帰係数コ［標準回帰コ　〔F値コ　［判定コ　［丁値］　［標準誤差コ［相関コ
　　　シホンソウビリツ
Al　1．22649　O．9726　297．3169　＊＊　17．2429O．071 　O 9726
AO　　　4．460ユ7　　　　　　　　　　　　8．8658
　　　　　　　　　　　　　　8．40……1％点
　　　　　　　　　　　　　　4．45　一・…　　5％，点
　　《判定》．……　［＊＊1％で有意］［＊5％で有意］
　4－2表（3）
　　昭和60年
　回帰式
　［変数選択コ…全変数
　［目的変数コ…フカカチセイサンセイ
O． 031
項目名
［回帰係数］［標準回帰］　［F値コ　［判定］　［T値］　［標準誤差］［相関コ
　　　シホンソウビリツ
Al　O．85449　O．9447　141．0103　＊＊　11．8748O．0720　O 9447
AO　5．90607　9．5235　　　　　　　 　　　　　　8．40　・・・…　　1％，点
　　　　　　　　　　　　　　4．45　・・i・一・　5％，EZ
　　《判定》　・…・・［＊＊1％で有意コ［＊5％で有意コ
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